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コホート研究からは高尿酸血症は心筋梗塞、脳梗塞の危険因子であるが、

尿酸が如何にして動脈硬化や血管障害を惹起するかは不明である。尿酸

値は日内変動があり、早朝に高値を呈するが、その機序として、キサンチン

オキシダーゼ（XO）活性の日内変動が関与していることが示唆される。

一方、尿酸値の変動は血中NO濃度と相反する事から、高尿酸血症が血管

内皮機能低下をきたすことで、心血管イベントを増加することも考えら

れる。痛風発作や心血管イベント抑制の観点からも、日内変動も含めた

尿酸管理が必要である。高尿酸血症に対する介入のエビデンスに関して

は、我々はXOR阻害薬による動脈硬化進展抑制効果を検討したPRIZE

研究を行ったが、サブ解析を含めた結果を紹介する。


